
◆ 現地拠点「新地アーバンデザインセンター」の設置
◆ 新地町・国立環境研究所・東京大学大学院新領域創成科学研究科の三
者協定に基づく、新地町内７５世帯のエネルギー・モニタリングデー
タの共有とその分析

◆ 大学院フィールド演習の実施：１１月と１２月の計２回 参加大学院
生２４名（うち、留学生１３名）

東京大学 連携市町村：新地町
連携市町村との協定締結日：平成３０年６月３日 現地拠点：相馬郡新地町新地町役場（３階３０１室）

｢事業名：『環境エネルギーまちづくり』を通じた地域社会イノベーション ｣

平成３０年度補助事業の実績・成果

「環境エネルギーまちづくり」のモデル形成を、福島県新地町を対象地域として
実施する。即ち、地域エネルギーモニタリングに関するビッグデータ解析とシナ
リオ検討を通した地域エネルギーシステムの将来ビジョン構築、地域住民との
積極的なコミュニケーションを通した社会動態分析とニーズ把握に基づく定住
環境検討、それらを統合した共創型地域マネジメント・まちづくりを、公・民・学
連携の地域拠点「アーバンデザインセンター新地」をプラットフォームとして着
実に実践していく。さらに、そのプロセスに大学院学生を積極的に参加させ、加
えてフィールド演習を実施することにより、現場経験を基盤とする実践的な学習
と研究、および地域の将来を担う人材育成の役割を果たすことをも目指す。

事業のポイント

今年度の活動実績

◆ 「新地アーバンデザインセンター 」の教育研究拠点としての機能、ならびに、

新地町との関係性の構築。公・民・学連携拠点としての機能構築と、まち
づくり組織の立ち上げ

◆ 新地町のエネルギー需要および供給についての現状整理、ならびに、エ
ネルギービジョン構築のために必要な作業項目の設定

◆ 「新地町民によるスマートコミュニティについての認識」の把握、ならびに、
「町民のニーズを反映させたスマートコミュニティの持続的な発展可能性」
に関する提言の作成

今年度の成果

大学等の復興知を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業


